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ShigeyasuAKAIandTakakiyoTERASITA :Onthe BAVENDAMM's Reaction

ofSomeWood･destroyingFungi.

木材の腐朽は主として木材腐朽菌と総称せられる1群の担子菌類によって基因せられるから'

木材腐朽の研究には究ず腐朽菌の生理学的研究が必要である.木材腐朽菌は大別して,材質細胞

膜の Celluloseを主として分解する Cellulose溶解菌と,Ligninを分解する Lignin終解菌

の2つ_にする琴ができる.前者が材を侵害した場合には,腐朽材は Ligninを多く残すので,所

謂褐色朽と呼ばれる褐色の脆い状態に変るが,後者の侵害を受けた材では,Celluloseが多く残

存して,白色軽髭な材となり,それ等は白色朽と呼ばれる.
1T

この腐朽型はそれを基因する腐朽菌の分泌する酵素その他に寒くものであるが,BAVENDAMM

は培養基中にTannicacid,Gallicacid その他の Phenol誘導体を添加して木材腐朽菌を

培養した場合に,白色朽を基因する菌類は培養基を褐変せしめるが,褐色朽を基因する菌類では

全然褐色帯を生じない事実を発見した.氏はかiる規桑が腐朽菌の分泌する Phenol･oXidase

に基因するものと解し,この反応を以って褐色朽或は白色朽を基因する菌類の診断に利用しよラ

とした.BAVENDAMM の発見以来,この反応は所謂 BAVENDAMM 酸化酵素反応として木材腐
'2)

朽菌研究の重要な一項日となったが,DAVIDSON,CAMPBELL,BLAISDELL等は多数の腐朽菌を
3I

用いてこの反応を試み,腐朽型類別には大体に於て信拠しうるものと認めたが,逸見 ･赤井等も
3)4)8)

大体信綴しうるものと認めている.併し借この反応を余り重税しない人もある.筆者等はしignin

の構造等からiPhenol･oXidaseが Lignin 溶解菌の Lignin 利用と何等かの関係があ.るもの

と考え,本邦産木材腐朽菌に就いて BAVENDAMM反応を試みたが,本報告では未だ同反応の明
q

瞭でない数種の菌に就いて,この反応と腐朽型との園係を確かめ,吏に培養清液中の酸化酵素を

Guajacolを以って検出して,その結果を比較野照した.

実験に供用した腐朽菌は次のようである.

☆ 京都大学木材研究所木材腐朽 (木材生物界2)研究室業綬 俸 1号

本研究は京大農学部植物病理学研究室に於て行ったものである. 本研究を行 うに掌 り,御指導投に実

験上の侠雀を輿えられた逸見武雄博士に感謝の意を表する. 倍本研究の 1部は文部省科学研究費を以っ

て行った.記して謝意を表する (赤井).
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算1表 供試腐朽菌一党 (Listofthenameofthewood-destroyingfuf'giused
intheexperiments.)

供試 菌和 名 供 試 菌 学 名 腐朽塑 記

シ イ タ ケ CoriinellusBerkeleyanusltoetⅠmai 白色朽 Ligr)in,Celluloseを共に利用する.

コル ク タ ケ FomesionLlosus(Pers.)Fr. 〟 ウメ,サクラ,ナシ等の潤葉械材を寝筈する.

ネ ン ド タ ケ Polyborusgz.lvus(Schw.)Fr. 〟 各種澗栄樹材を侵す.

ダイダイ タケ PolyborusillicicolaP.Hef】n. 〟 同 上

ヒ ラ タ ケ PleuylOlusosirealus(Jacq.)Que1- 〟 〟

マ ツ オ ウ ジ LentinuslebideusFr. 褐色朽 針葉樹材時に潤葉樹材を侵す.

ヌメ l)スギ クケ Pholiolaadibosa(Fr.)Quと1. 褐色朽 潤葉樹野時に針葉樹材を侵し,Lignin,Cellulose共に利用するようである.

実験には発ず BAVENDAMM反応を試みた.Tannicacid若しくは Gallicacidをそれぞれ

0.05,0.10,0.25,0.50%加えた乾香煎汁寒天 (寒天4%)培養基を予め滅菌したペ7･1)皿に分

注して,固化後,それ等に上記供試菌並に標準として BAVENDAMM反応既知の Cellulose溶

解菌ツガサルノコシカケ (Fol,ILeSPinicolaFr.)の菌糸を植付けた.これ等培養は 280C･の定

温器内に保ち,1週間後培養基褐変の有無並に菌叢直径を測定した.而して別に試薬を添加しな

vl乾香煎汁寒天 (寒天4%)培養基上にも上記供試諸菌を植付け比較とした.

滑液中の Pheno1-oXidase検出には 1%庶糖加用馬鈴薯煎汁に供試菌を培養して,菌叢が充

分伸びた後,その浸液に Guajacol,Benzidine の規定液を滴下して,帝変の有無を検した.
∫

錦 Controlとしてはそれ等溶液を約 1000C.に加熱したもの及び BAVENDAMM 反応陰性であ

る褐色朽菌ツガサルノコシカケの培養液を用いた.

実 験 結 果

上記7供試菌及びツガサルノコシカケを用いての BAVENDAMM反応実験結果は第2衣の通り

であるが,供試7菌中シイタケ,コルククケ,ネン下タグ,ダイダイタケ,ヒラタケ及びヌメ1)

スギクケの6経は反応陽性を示し,マツオウジ並にツガサルノコシカケは陰性であった.
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算2表 木材腐朽菌7経の BAVF.tqDAnm 尻腰 (TheBAVF,NI)AM:lW's Reactionof

theSevenWood-destroyingFungirested.)

供 試 菌 義 濃 度 %JO.00 Tannicacid如月 Ga11icacid加用

菌賛直経 灰 塵(mm) 歯糞直経(mm) 尻 腰

12 -34

0.05シ. イ タ ケ . 0.10CortinellusBerkelyanus 0.25 32 + 16 +

25 + 16 +

22 1- 16 +

0.500.001 17 + 14 +
10 - 17 -

0.̀05コ ル ク タ ケ 0.10Fomesiorulosus 0.25 9 + 15 +

ll + 14 +

6 + ll +

0.50 3 + 10 +

0.00 ･20 - 23 -

0.05ネ ン ド タ ケ 0.10Polybwusgllvus 0.25 26 + 31 +

24 + 23 +

16 + 5 +

ダ イ ダ イ タ ケ

PolyPorusillicicola

ヒ ラ タ ケ

PZeuroiusosiyt2aius

ヌ メ 1) ス ギ タ ケ
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木 材 研 究 停5号 (昭 25)

備 考 :上記の実験は1948年 10月より1949年 1月までの間に行ったものであって,3回実験

の平均結果である.

攻に供試蘭の培養滑液に,Guajacol及び Benzidineの溶液を摘下して Phenol･oXidase反

応 を検したが,結果は第 3表の通 りである (東員参照).

第3表に示した如 く,材の白色朽を基因するシイタケ,コルククケ,ネン下タケ,ダイダイタ

ケ及びヒラタケの 5位の腐朽菌培養滑液では,酸化酵素の存在を示す特有の呈色反応 (青色)

を示したが,褐色朽を基因するマツオウジ, ツガサルノコシカケ及び約 1000C.に加熱した溶

液では何れ も白濁したのみであった. ヌメ1)スギクケによる腐朽材はその型が 余 り明瞭でな く,
6)

HUBERT 及び BoYcE 等は本菌による腐朽型を班入性褐色朽と称している.併し筆者等の実験

に於ては酸化酵素反応は陽性であった.

俸3表 供試木材腐朽菌7種の培養液液中の酸化酵素呈色反歴 (Phef]01-0Xidasereaction

intheculturefiltratesofthesevenwood･destroyif]gfungitested･)

Guajacol 滴 下 Benzidine 滴 下
供 試 菌 名

J' イ タ ケ

コ ル ク タ ケ

ネ ン ド タ ケ

ダ イ ダ イ タ ケ

ヒ ラ タ ケ

ヌ メ リスギ タケ

マ ツ オ ウ ジ

ツガサルノコシカケ

培秦日数
変 色 し た 色 調

Porcelain-Green

Roman-Green

Mot･Mot･Blue

I.ight-Elm-Green

Bremen-Blue

Light-DulトGreen-Yellow

Cartridge-Buff

変 色 し た 色 調

Blackish-Plumbeous

Dusky-Orient-Blue

Smalt-Blue

Agurite-Blue

Dark-Orient-Blue

Boryta-Yellow

Cream-Color

備 考 :1) 表中の墨色尿鷹陽性を示す腐朽菌の培養据液と錐も,約 10〕oC.に加熟して持薬

を澗下した場合は,すべて陰性と7よって Cream-colorを皐する･

2) 色調は RJt'GWAY,R.ColorStandardsandColorNomenclature,トI･ⅠⅠⅠ,

1912.によった.
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考 察

以上の実験結果から,供試木材腐朽菌の BAVENDAMM反応と腐朽型,更に遁液中の Phenol･

oxidase反応は全く平行して,白色朽を基因する菌では BAVENDAMM 反応並に溶液中の Phe-

no1-oXidase反応は共に陽性に,褐色朽を基因する菌では共に陰性であった.この事は Lignin
t})

の溶解と 0Ⅹidaseとの問に何等かの関係がある事を示すものと思われるが,CAMPBELLは Li･
1)

gnin分解に 0Ⅹidaseが開与するものと考えて小学･BAVENDAMMは白色朽を基因する腐朽菌

がタンニンその他の Phenol化合物を添加した培養基を褐変する現豪を酸化酵素に基 く反応と

見倣したが,これは明かに Phenolaseの反応と思われる.一般に広義の酸化酵素は広 く生物に
8)

存在するが,平山によると,Indophenolaseは強ち Lignin静解菌のみに限らず,Cellulose

溶解蘭にも認められ,叉白色朽を基因する菌類中でも, コフキ示ルノコシカケ (Ganoderma
～

aPPlanatu7n),アヅマクケ (PolyPoyusorientalis),褐色朽を基因する菌類中ではアイカワタ

ケ (Polyクorussulphu71euS)等にはこの酸化酵素が認められない事を明かKL,した.筆者等は供

試した殆んどすべての Lignin溶解菌に Phenolase を認めたが, Cellulose溶解菌にはこれ

を認めなかった.従って,Lignin溶解とこの Phenolaseとの間には何等かの関係が想像でき
(h

a.ヌメ1)スギクケは,HUBERT等によれば,褐色朽を基因するものであるが,筆者等の実験に

よれば,BAVENDAMM反応,滑液の Phenol･oXidase反応共に陽性であった.更に筆者等の1

人赤井及び永友の実験では (本誌37月),本菌をブナ材片に接種した場合に,材の白色化するの

を認めている.従って本菌は材の白色朽を基因するものと考えて更に観察をづつけ度いと思う.
7)

逸見及び筆者等の1人赤井は-ゼ材心材に明瞭な孔腐性白色朽を基因するカタウロコタケ (Ste･

reuln frustulc･su7n)の1系に就いて観察したが,該菌は BAVENDAMM反応は陰性であるが,

明かに白色朽であるのを認めている.筆者等はかかる矛盾を解釈すべく,更にこの間題を検討し

度く考えている.

結 論 及 び 摘 要

1･筆者等は7種の木材腐朽菌について BAVENDAMM反応の観察を行ったが,材の白色朽を

基因するコルククケ,ネン下クケ,ダイダイタケ,ヒラタケ,シイタケの5程及びヌメ1)スギク

ケは反応陽性であって,褐色朽を基因するマツオグジ柊陰性であった..

2･上記諸菌を12-24日間培養した培養溶液中の酸化酵素 (̀Phenol･oXidase)を呈色反応で

観察したが,白色朽を基因するコルククケ,ネッ'ドクケ,ダイダイクケ,I:ラクダ,シイタケの

5種及びヌメl)スギクケは反応顕著な陽性を示し,マツオウジ及びツガサルノコシカケの褐色朽

を基因する菌は陰性であった.

3･筆者等の実験並に他の多くの実験から,BAVENDAMM反応陽性のものは白色朽を基因し,

陰性のものは褐色朽を基因するものと見て大体#..りがないが,何-ゼ材を侵すカタウ｡コタケに

於て,例外を認めているから,更にこの問題の検討を必要とする.
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Resume

l.Thepresentpaperdealswiththeresultsofthewriters'investigations
ontheBAVENDAMM'sreactionofsomewood･destroyingfungi.Accordingto the

BAVENDAMM'sculturalmethod,itwasdetectedthatthecolorreactionofFomes

iorulosus,Polyi)orusgilvus, Polyi,opusillicicola, Pleuroiusosireatus, Coriinetlus

Berkeleyanus andPZwliotaadii'osawaspositive,andthatofLenlinuslei)ideus

andFoTneSPinicolawasnegative.Theformersixfungiareconsideredasbeing

lignin･dissolving fungicausing whiterotofwoodandthelattertwofungiare

cellulose･decomposingfungicausingbrownrotofwood.

2.Bytheadditionofguajacolandbendizinesolutions,thephenol･oXidase

reactionintheculturefiltratesofthewood-destroyingfungiwasalsotestedL

The results showed thatthe reaction of the above quoted lignin･Edissolving

fungiwaspositiveandthatofthe cellulose･deQOmpOSing fungi,Lentinuslepi-

deusandFoTlLeSPiniCola,wasnegative.

3.From theresultsoftheexperiments,weconcludedthattheBAVENDA-

MM'sreactionofthewood･destroyingfungi,thephenol･oXidasereactionintheir

culturefiltratesandthetypeofwood-decay,runparallelwitheachother.
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